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販
売
促
進
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
手
法
で
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
う
の
か
。

販
路
開
拓
等
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
で
は
、
隣
県
及

び
県
内
の
道
の
駅
な
ど
で
指
定
棚

田
地
域
の
生
産
物
に
つ
い
て
テ
ス

ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
の
生
産
者
が
開
発
す

る
６
品
目
の
商
品
化
を
目
指
し
た

市
場
調
査
な
ど
を
通
じ
て
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
行
っ
て
い
く
。

商
品
の
高
付
加
価
値
化
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
。マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を

通
じ
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
商
品
開
発
を
行
い
、
付

加
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
地
元
団
体
等
と
の
企

画
会
議
を
通
じ
て
、
旬
な
棚
田
の

情
報
の
把
握
・
周
知
、
定
期
的
な

情
報
発
信
、
関
係
人
口
の
創
出
を

促
進
し
商
品
の
高
付
加
価
値
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問答

　
令
和
３
年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　６月定例会は６月 11 日（金）から７月１日（木）までの 21 日間

の会期で開きました。総額 11 億２千万 5,000 円の一般会計補正予

算（２号・３号）、監査委員選任議案や議員提出議案２議案を含む

全 13 議案を全て原案のとおり可決・同意しました。

棚田地域農産物供給の
促進に向けて美しい農村再生支援事業　５００万円

　これは、長門市指定棚田地域振興活動計画に基づく農産物の供給促進が目的で、
指定棚田地域（東後畑・本郷）のマーケティング調査を行うものです。
　このマーケティング調査では、社会的条件が不利な棚田地域での適当な生産量、
加工品の改良、開発の方向性、販売先等の対象を的確に調査 ･ 把握し、販売促進
等を図ります。

問答 棚
田
地
域
な
ら
で
は
の

販
売
戦
略
と
は



　

こ
れ
は
、
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
（
ひ
と
り
親
世
帯
を
除
く
）
に

対
し
、
食
費
等
に
よ
る
支
出
の
増

加
を
踏
ま
え
た
生
活
支
援
を
行
う

た
め
の
給
付
金
で
す
。

支
給
対
象
者
は
。

①
令
和
３
年
３
月
31
日
時

点
で
18
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
20
歳
未
満
の
障
が
い
児
を
養

育
し
て
い
る
保
護
者
で
、
令
和
３

年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

で
あ
る
方
。

②
住
民
税
均
等
割
課
税
者
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
令

和
３
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非

課
税
で
あ
る
者
と
同
様
の
事
情
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。
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コ
ロ
ナ
対
策

　

子
ど
も
の
見
守
り
強
化
事
業

　

３
８
７
万
円

子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援
を

　

こ
れ
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
・
対
応
や
、
孤
立
と
貧
困
に
苦

し
む
子
育
て
家
庭
等
を
早
期
に
支

援
機
関
に
つ
な
げ
る
た
め
、
支
援

対
象
児
童
等
の
居
宅
を
訪
問
す
る

な
ど
、
状
況
の
把
握
や
食
事
の
提

供
等
を
実
施
す
る
民
間
団
体
等
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業　

３
５
３
０
万
円

問答
議
員
提
出
議
案

　
こ
れ
は
、
女
性
を
は
じ

め
と
す
る
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
を
促
進

す
る
環
境
整
備
を
図
る
た

め
、
本
会
議
や
委
員
会
へ
の

欠
席
事
由
と
し
て
育
児
、
看

護
、
介
護
等
を
明
文
化
す
る

と
と
も
に
、
出
産
に
つ
い
て

は
、
産
前
・
産
後
期
間
に
も

配
慮
し
た
規
定
の
整
備
を

図
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
行
政
手
続
き
等
に

お
い
て
原
則
と
し
て
押
印

を
廃
止
す
る
政
府
の
政
策

動
向
を
踏
ま
え
、
市
議
会
に

対
す
る
請
願
に
係
る
署
名

押
印
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
す
。

第
１
号
▼
長
門
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
２
号
▼
長
門
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

多
様
な
人
材
の
市
議
会
参
画
を
促
進

　

監
査
委
員
は
、
普
通
地
方
公
共

団
体
の
財
務
管
理
、
事
業
の
経
営

管
理
そ
の
他
行
政
運
営
に
関
し
優

れ
た
識
見
を
有
す
る
者
と
さ
れ
て

お
り
、
岡
村
節
子
氏
を
監
査
委
員

と
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
市
議

会
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

代
表
監
査
委
員
選
任
案
に
同
意

　

こ
れ
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
世

帯
に
対
し
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
し
て
い
る
緊
急
小
口
資
金

や
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付
等

の
支
援
、
総
合
支
援
資
金
の
再
貸

付
が
終
了
し
、
貸
付
が
利
用
で
き

な
い
世
帯
に
対
し
て
自
立
支
援
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

単
身
世
帯
を
１
世
帯
月
額
６
万

円
、
２
人
世
帯
を
７
世
帯
月
額

８
万
円
、
３
人
以
上
世
帯
を
７
世

帯
月
額
10
万
円
と
想
定
し
、
合
計

15
世
帯
３
カ
月
分
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業

３
９
９
万
円

海
水
浴
場
監
視
員
設
置
事
業　

５
５
１
万
円

　

こ
れ
は
、
海
上
保
安
部
な
ど
の

指
導
を
基
に
、
離
岸
流
の
発
生
が

想
定
さ
れ
る
外
海
に
面
し
た
海
水

浴
場
（
二
位
ノ
浜
、
大
浜
）
に
、

平
日
２
人
、
土
日
祝
日
３
人
の
監

視
員
を
設
置
し
、
水
難
事
故
等
の

危
険
防
止
対
策
に
よ
り
、
来
場
者

の
安
全
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

監
視
員
の
設
置
は
、
今
後

も
継
続
す
る
の
か
。

今
回
の
補
正
予
算
で
、
初

期
投
資
経
費
と
し
て
備
品

購
入
費
を
計
上
し
て
お
り
、
次
年

度
以
降
も
監
視
員
の
設
置
事
業
を

継
続
す
る
考
え
で
あ
る
。

問答

成
人
式
開
催
事
業

６
１
４
万
円

　

こ
れ
は
、
成
人
者
を
お
祝
い
す

る
と
い
う
一
生
に
一
度
の
特
別
な

式
典
に
、
県
外
に
居
住
す
る
方
に

安
心
し
て
帰
省
し
、
出
席
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
係

る
費
用
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

補
助
対
象
者
を
県
外
か
ら

の
帰
省
参
加
者
と
し
た
理

由
は
。成

人
式
は
人
生
に
と
っ
て

大
き
な
節
目
で
あ
り
、
快

く
、
気
持
ち
よ
く
帰
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
察
し
、
県
外
参
加
者

に
つ
い
て
公
費
で
補
助
す
る
。
県

内
参
加
者
は
現
在
の
発
生
状
況
で

判
断
し
、
対
象
外
と
し
た
。

問答

議
案
第
９
号
▼
長
門
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー設

置
へ

安
心
安
全
な
開
催
を

願
っ
て

市
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
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　この議案は、仙崎・深川地区の光ファイバー網

整備にあたり、指名競争入札の結果、株式会社ソ

ルコム山口支店が落札したことから、工事請負契

約の締結について、議会の議決を求めるものです。

　委員会の審査では、委員から「一般競争入札で

はなく指名競争入札とした理由は何か」との質疑

があり、執行部から「財源として国庫補助金を活

用しているが、補助金交付要綱等に基づき、年度

▲

議案第 11 号　工事請負契約の締結について

　　　　　　　　（長門市光ファイバー網整備事業施設整備工事（仙崎・深川地区））

仙崎 ・深川地区に光ファイバー網を整備総務民生

委員会

債務負担行為を設定するにあたり、経費の積算を

できるだけ直近のものとするため、今年度の補正

で間に合う６月補正予算への計上となった」との

答弁がありました。

　次に委員から「委託期間を３年から５年に延長

する理由について」質疑があり、執行部から「第

１期目の評価やノウハウ、経験値を引き継ぐこと

で更なる効率的な運営ができる」との答弁があり

ました。

文教産業

委員会

　この議案は、平成 31 年度から実施している東

深川浄化センター等包括的維持管理業務の契約期

間が本年度末をもって終了することから、令和４

年度以降の同業務に係る契約準備行為を進めるた

め、債務負担行為を設定することについて、議会

の議決を求めるものです。

　委員会の審査では、委員から「当初予算ではな

く６月補正予算に計上した理由について」質疑が

あり、執行部から「包括的維持管理業務にかかる

▲

議案第２号　令和 3 年度長門市下水道事業会計補正予算（第１号）

東深川浄化センターの包括的維持管理業務
委託契約締結に向けて

内発注及び完了が原則となるため、一般競争入札

よりも発注期間が短くなる指名競争入札とした」 

との答弁がありました。

　次に委員から「変動型最低制限価格制度を採用

した理由は何か」との質疑があり、 執行部から「市

場価格を反映させ、ダンピング受注を防ぎ、より

競争性を担保する目的で導入している」との答弁

がありました。

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 3 年度長門市一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決

2 令和 3 年度長門市下水道事業会計補正予算（第 1 号） 原案可決

3 長門市公共施設維持補修等基金条例 原案可決

4 長門市固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例 原案可決

5 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

6 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

7 長門市高齢者コミュニティセンター条例を廃止する条例 原案可決

9 長門市監査委員の選任について 同意

10 長門市個人情報保護条例等の一部を改正する条例 原案可決

11
工事請負契約の締結について（長門市光ファイバー
網整備事業施設整備工事（仙崎・深川地区））

原案可決

■６月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

12 令和 3 年度長門市一般会計補正予算（第 3 号） 原案可決

議員提出

議案第 1 号
長門市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

議員提出

議案第 2 号
長門市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

報告 1 令和２年度長門市一般会計予算に係る繰越明許費繰越計算書の報告について －

報告 2
令和２年度長門市介護保険事業特別会計予算
に係る繰越明許費繰越計算書の報告について

－

報告 3 令和２年度長門市下水道事業会計予算に係る建設改良費繰越計算書の報告について －

報告 4 専決処分の報告について（自動車事故に係る損害賠償の額を定めることについて） －

報告 5 公益財団法人長門市文化振興財団の経営状況について －

報告 6 一般社団法人アグリながとの経営状況について －

※報告１～ 6 については報告のみ
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一般質問

楽
天
農
業
参
入
の
利
点
は

長
門
市
、
楽
天
農
業(

株)

、
楽

天
グ
ル
ー
プ(

株)

は
、
４
月
26

日
に
農
業
連
携
協
定
を
結
ん
だ
が
、
本

市
の
農
業
分
野
に
お
け
る
利
点
は
何
か
。

増
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
は
本
市

の
農
業
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
こ
の
対
策
に
つ
い
て
楽
天
農
業

が
も
つ
専
門
的
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
大

き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
新

規
就
農
者
の
育
成
・
支
援
、
従
事
者
の

若
返
り
や
移
住
・
定
住
の
促
進
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
な
ど
様
々
な
利
点
、
波

及
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
を
耕
作
地
に
戻
す
に

は
、
獣
害
柵
や
水
路
等
農
業
施
設

の
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
る
が
、
市
の
予
算
が
必
要
か
。

農
業
施
設
整
備
は
国
、
県
、
市
の

補
助
事
業
を
活
用
し
、
楽
天
農
業

側
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
。
要
件
に
該

当
す
る
事
業
内
容
で
あ
れ
ば
市
の
予
算

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

▼楽天農業の集積予定地

問答答 問
　

S
H

IG
E

M
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

重村 法弘
議員

　一般質問は市政に関して議員が質問を行い、新たな施策

の提案や、市政に対しての意見や要望を述べ、市政をより

良い方向へ導くものです。

　６月定例会では６月 16 日、17 日に 9 人の議員が一般質

問を行いました。

楽
天
農
業
が
長
門
市
で
今
後
事
業

推
進
を
図
る
上
で
、
県
と
の
連
携
・

支
援
は
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
が
市

長
の
見
解
は
。

楽
天
農
業
が
望
ん
で
い
る
集
積
面

積
は
、
本
市
の
み
で
は
限
界
が
あ

り
近
隣
の
自
治
体
を
含
め
た
広
域
的
な

取
り
組
み
に
発
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
農
地
の
集
積
に
関
し
て
は
農
地

中
間
管
理
機
構
を
経
由
す
る
こ
と
か
ら

も
、
特
に
県
と
の
連
携
は
必
要
と
考
え

て
い
る
。

連
携
協
定
締
結
の
場
に
県
の
同
席

は
な
か
っ
た
が
大
丈
夫
か
。

県
知
事
の
同
席
は
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
県
と
も
し
っ
か
り
連
携
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

答 問問答
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一般質問

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
は
、
一
年
半
余
り
に

わ
た
り
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

間
、
市
長
は
感
染
防
止
対
策
に
万
全
な

対
応
を
取
っ
て
き
た
と
考
え
る
か
。

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の

方
々
に
も
感
染
防
止
対
策
を
お
願
い
し
、

市
と
し
て
万
全
な
対
策
を
取
っ
て
き
た
。

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
も
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
県
外
と
の
往
来
の
自
粛
や
外
出
の

機
会
の
半
減
な
ど
を
促
す
。

人
権
は
ど
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
差
別
と
受
け
止
め
ら
れ
る

よ
う
な
問
題
点
は
な
か
っ
た
か
。

人
権
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
市
民

の
皆
様
の
人
権
へ
の
配
慮
を
し
て

い
る
。ワ

ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

コ
ロ
ナ
の
厳
し
い
局
面
を
打
開
す

る
切
り
札
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
と

思
う
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
。

　

予
約
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
苦
情
や
混
乱
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

回
線
や
対
応
職
員
を
増
や
す
等
の

対
応
を
行
い
、
改
善
に
努
め
る
。

医
師
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の

確
保
は
、
特
に
問
題
は
な
い
の
か
。

市
医
師
会
、
市
内
医
療
機
関
か
ら

の
医
療
従
事
者
や
協
定
締
結
団
体

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、
多
く

の
皆
様
の
お
力
で
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
る
。

▼ワクチン接種のようす（ラポールゆや）

問

問

問 問 答答

答 答

　

E
H

A
R

A
 K

E
N

JI

江原 健二
議員

答 問

「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

ま
ち
」
を
ど
う
考
え
る
か

長
門
市
は
令
和
３
年
度
施
政
方
針

の
中
で
保
育
に
お
け
る
「
待
機
児

童
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
現
在
の

見
解
を
問
う
。
ま
た
、「
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
ま
ち
」
に
つ
い
て
、
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

待
機
児
童
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も

全
員
が
保
護
者
の
希
望
す
る
保
育

園
に
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

本
市
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
待
機
児
童
は

発
生
し
て
い
な
い
。「
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
」
は
、
持
続
可
能
な
地
域

社
会
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

地
方
創
生
の
原
点
で
あ
る
。

経
済
的
な
問
題
を
除
い
た
現
在
の

子
育
て
家
庭
の
負
担
に
対
す
る
考

え
を
問
う
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む

中
、
以
前
の
よ
う
に
祖
父
母
や
地

域
の
方
が
育
児
の
手
助
け
を
す
る
機
会

が
減
少
し
て
き
て
い
る
。
個
々
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
、
共
働
き
世

帯
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
子
育
て
家

庭
に
お
い
て
も
、
仕
事
・
育
児
等
と
の

両
立
の
負
担
が
増
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。現

在
の
子
育
て
家
庭
に
お
い
て
、

様
々
な
負
担
を
抱
え
な
が
ら
育
児

を
行
っ
て
い
く
う
え
で
、
必
要
な
時
に

必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
環
境
を
整
え
る
と
い
う
こ
と
も
、

大
切
な
子
育
て
支
援
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
、「
な
が
と
子
育
て
ナ
ビ
」

に
各
保
育
施
設
の
受
け
入
れ
可
能
児
童

数
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

市
と
し
て
改
善
で
き
る
点
は
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

受
け
入
れ
可
能
児
童
数
の
掲
載
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

▼子育て支援情報サイト「ながと子育てナビ」 問答

問答
　

H
IS

A
N

A
G

A
 S

H
IN

Y
A

　ひさなが信也
議員

6
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計
画
性
を
持
っ
た

事
業
推
進
を

３
カ
年
の
計
画
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
市
内
全
域
に
整
備
し
て
い
る

が
、計
画
で
は
今
年
度
が
最
終
年
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

日
置
・
油
谷
地
区
の
工
事
は
、
令

和
３
年
夏
ま
で
に
整
備
完
了
の
見

込
み
で
あ
り
、
青
海
島
・
渋
木
・
真
木
・

俵
山
地
区
の
工
事
は
現
在
、
詳
細
設
計

な
ど
の
工
事
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

深
川
・
仙
崎
地
区
は
工
事
の
発
注
手
続

き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
円
滑
な
運

用
に
必
要
な
安
定
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

複
数
端
末
か
ら
一
斉
に
動
画
教
材

サ
イ
ト
に
接
続
す
る
場
合
な
ど
、

通
信
が
混
雑
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、
関
係
各
課
等
と
連
携
し
、
安
定

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
確
保
に
努

め
る
。

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
や
設
備
は

事
業
継
続
性
の
観
点
か
ら
、
計
画

的
な
設
備
投
資
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、
住
民
が
必

要
と
す
る
災
害
情
報
や
地
域
情
報

の
提
供
な
ど
、
公
共
的
な
役
割
も
担
っ

て
い
る
の
で
、
老
朽
化
に
よ
る
施
設
や

設
備
の
更
新
に
つ
い
て
は
財
源
の
確
保

に
努
め
、
計
画
的
に
行
い
た
い
。

今
回
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
事

業
は
庁
舎
建
設
事
業
に
次
ぐ
大
型

事
業
で
あ
る
。
改
め
て
事
業
の
狙
い
や

住
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

こ
の
整
備
に
よ
り
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
等
の
企
業
誘
致
を
積
極
的

に
進
め
、
市
内
産
業
の
活
性
化
や
雇
用

確
保
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。

一般質問

天
井
山
風
力
発
電
事
業
の

市
民
へ
の
周
知
は

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
事
業
者
か

ら
地
元
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た

が
、
参
加
者
は
少
な
く
、
市
民
へ
の
周

知
が
不
十
分
と
考
え
る
。
今
後
の
事
業

周
知
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

風
力
発
電
は
、
国
が
進
め
る
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
の
取
組
の

一
つ
と
し
て
有
効
な
対
策
で
あ
る
が
、

市
と
し
て
は
、
地
元
住
民
の
理
解
と
同

意
を
し
っ
か
り
得
る
こ
と
が
事
業
者
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続

き
親
切
丁
寧
な
分
か
り
や
す
い
資
料
を

作
成
し
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

風
力
発
電
事
業
に
関
す
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に
挙

げ
て
整
理
し
、
市
民
に
対
し
情
報
提
供

が
で
き
な
い
も
の
か
。

本
来
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
事
業
者
か
ら
示
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
環
境
影

響
評
価
準
備
書
な
ど
の
、
よ
り
詳
細
な

内
容
が
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
の
で
、

今
ま
で
以
上
に
広
く
市
民
へ
周
知
す
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

延
期
と
な
っ
た

成
人
式
の
あ
り
方
は

８
月
15
日
に
変
更
と
な
っ
た
成
人

式
の
あ
り
方
は
。
ま
た
、
中
止
の

判
断
期
日
は
い
つ
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
感
染
防
止
対

策
を
実
践
・
徹
底
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
安
心
・
安
全
な
成
人
式
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

県
外
か
ら
の
出
席
者
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
用
の
補
助
を
行
う
。
安
心
・
安
全
の

確
保
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

直
前
で
の
中
止
の
決
定
も
あ
り
得
る
。

問

問

問

問

問

問 答答

答

答

答

▼光ファイバー布設工事

▼風力発電建設予定地

　

IW
A

F
U

JI M
U

T
S

U
K

O

岩藤 睦子
議員

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

綾城 美佳
議員

答問答



上
下
水
道
料
金
の
減
免
規
定
は
自

然
災
害
に
限
定
せ
ず
、
福
祉
減
免

制
度
も
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

他
市
の
事
例
を
も
う
一
度
き
ち
ん

と
確
認
し
、
ど
う
対
応
で
き
る
か

研
究
し
て
い
き
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
係
る
情
報
提
供
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
後
は
市
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
に
努
め
、
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
。

上
下
水
道
料
金
の

具
体
的
な
改
定
方
針
は

上
下
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
の
強

化
に
向
け
、
上
下
水
道
料
金
の
改

定
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
市
民

生
活
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
医
療
や
年
金
、
介
護

な
ど
社
会
保
障
の
負
担
増
で
暮
ら
し
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
上
下
水
道
料

金
の
改
定
は
家
計
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
具
体
的

な
方
針
を
尋
ね
る
。

経
営
戦
略
の
収
支
予
測
を
基
に
老

朽
施
設
の
更
新
な
ど
、
今
後
必
要

な
費
用
を
見
込
ん
で
料
金
を
算
定
す
る

総
括
原
価
方
式
を
取
り
入
れ
た
改
定
案

を
作
成
の
上
、
上
下
水
道
事
業
審
議
会

へ
諮
問
し
、
審
議
を
経
て
答
申
を
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
料
金
改
定
を

す
る
場
合
、
そ
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
市
民
生

活
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

答
申
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
料
金
改
定
に

よ
る
影
響
も
十
分
熟
慮
の
上
、
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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一般質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
は

感
染
関
係
者
に
な
っ
た
場
合
の
対

応
に
関
す
る
情
報
を
あ
ら
か
じ
め

知
る
こ
と
で
、
当
事
者
に
な
っ
た
時
の

ス
ト
レ
ス
や
周
り
の
対
応
も
違
っ
て
く

る
と
思
う
。
本
市
で
は
、
な
ぜ
情
報
を

発
信
し
な
い
の
か
。

提
供
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
中
核
機
関
で
あ
る
県

と
調
整
し
た
上
で
、
患
者
等
の
人
権
や

公
益
性
に
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク

を
貼
る
な
ど
の
対
応
を
考
慮
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
感
染
関
係
者
に
な
っ

た
場
合
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
る
の
か
。

基
本
的
に
は
保
健
所
の
指
示
を
踏

ま
え
、
学
校
や
市
教
育
委
員
会
の

役
割
に
応
じ
た
対
応
を
行
う
。
関
係
者

と
な
っ
た
児
童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
に

は
、
不
安
や
心
配
な
気
持
ち
を
軽
減
す

る
よ
う
に
、
声
か
け
等
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
日
頃
か
ら
、「
こ
の
感

染
症
は
誰
で
も
か
か
り
得
る
感
染
症
で

あ
り
、
か
か
っ
た
人
が
決
し
て
非
難
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
」
こ
と
な
ど
、
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
指
導
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

メ
リ
ッ
ト
は

私
は
こ
の
事
業
を
中
止
す
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
下
で
も
受
け
入
れ
る
事
業
の
メ

リ
ッ
ト
は
な
に
か
。

こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
も
キ
ャ
ン

プ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
が
、
今
後
、
長
門
市
の
将

来
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

▼濃厚接触者となった方へ

問問

問

答

答答

答

▼市民生活を支える水道水 答 問

林 哲也
議員

　

H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

　

T
A

N
A

K
A

 C
H

IA
K

I

田中 千秋
議員

問

問答
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今
後
の
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の

運
営
は

「
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
」
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
が
、
今
後
の
運
営
に
向

け
て
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

本
施
設
の
管
理
運
営
は
、
な
が
と

物
産
合
同
会
社
に
指
定
管
理
委
託

を
し
て
お
り
、
同
社
と
し
っ
か
り
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、
お

客
様
や
従
業
員
の
感
染
予
防
の
徹
底
と

強
化
、
業
務
の
効
率
化
、
新
た
な
Ｅ
Ｃ

モ
ー
ル
サ
イ
ト
の
構
築
や
魅
力
あ
る
商

品
づ
く
り
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
検
討
し
て
い
る
。

観
光
客
が
メ
イ
ン
で
、
地
元
住
民

に
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

外
貨
獲
得
を
主
な
目
的
と
し
て
こ

れ
ま
で
運
営
し
て
き
た
が
、
な
が

と
物
産
合
同
会
社
と
協
議
を
行
い
、
昨

年
度
か
ら
は
地
域
に
密
着
し
た
取
り
組

一般質問
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教
職
員
の
働
き
方
改
革

児
童
生
徒
の
質
の
高
い
学
び
を
確

保
す
る
た
め
に
は
教
職
員
の
働
き

方
改
革
の
推
進
が
望
ま
れ
る
が
、
現
状

と
今
後
の
取
組
を
問
う
。

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
の
実
態
は

深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
勤
務
に
対
す
る

意
識
改
革
の
た
め
の
研
修
の
実
施
の
ほ

か
、
市
教
育
委
員
会
主
催
の
研
修
会
や

出
張
、
調
査
物
の
削
減
、
学
校
閉
庁
日

の
設
定
、
中
学
校
部
活
動
運
営
方
針
に

基
づ
い
た
取
り
組
み
の
ほ
か
、
各
学
校

に
お
い
て
も
、
指
導
内
容
や
学
校
行
事

の
見
直
し
と
精
選
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
時
間
外
在
校
等
時
間
の
削
減
の
た

め
、
よ
り
一
層
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

学
校
の
感
染
症
対
策
は

児
童
生
徒
と
教
職
員
の
安
全
を
守

る
た
め
に
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う

な
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

学
校
は
、
多
く
の
人
が
集
う
場
所

で
あ
り
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
児
童
生
徒

や
教
職
員
の
健
康
観
察
の
ほ
か
、
来
校

者
の
検
温
、
連
絡
先
等
の
記
入
、
手
指

消
毒
を
徹
底
し
て
い
る
。
ま
た
教
職
員

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
く
予

定
と
し
て
い
る
。

誹
謗
中
傷
に
歯
止
め
を

「
長
門
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
患
者
等
の
人
権
の
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
に
関
し
て
市
民
等
の

行
動
の
あ
り
方
を
問
う
。

本
条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る
感
染

者
等
の
人
権
を
尊
重
し
、
人
権
を

侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
慎
重
な

行
動
を
お
願
い
し
た
い
。

問問

問答

田村大治郎
議員

▼道の駅「センザキッチン」

▼学校の来校者記録表とアルコール噴霧器 問答

み
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
市

民
が
足
を
運
び
や
す
く
な
る
環
境
づ
く

り
を
は
じ
め
、
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
へ
愛

着
や
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

な
が
と
物
産
合
同
会
社
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

観
光
施
策
の
取
り
組
み
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
客
減
少
に

よ
り
観
光
業
者
の
経
営
は
厳
し
く

な
り
、
長
門
市
の
観
光
は
疲
弊
し
て
い

る
。
今
後
、
本
市
へ
の
観
光
客
誘
致
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

今
後
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
支
援
策
を

講
じ
る
な
ど
感
染
収
束
後
の
観
光
客
誘

致
に
全
力
で
取
り
組
む
。
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米弥 又由
議員

答答

問答

問

答
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臨
時
会
で
は
、
議
会
の
組
織
構

成
に
関
す
る
こ
と
を
最
優
先
に
行

い
ま
す
。
議
長
選
挙
に
は
事
前
に

行
わ
れ
た
議
員
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
重
廣
正
美
議
員
（
59
）
と

南
野
信
郎
議
員
（
58
）
の
２
人
か

ら
意
思
表
示
が
あ
り
、
本
会
議
で

は
そ
れ
ぞ
れ
登
壇
し
て
所
信
表
明

（
自
分
の
考
え
や
信
念
、
方
針
な
ど

を
述
べ
る
こ
と
）
を
行
い
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、
議
員
17
人
（
欠
席

１
人
）
の
う
ち
、南
野
議
員
に
12
票
、

重
廣
議
員
は
５
票
と
な
り
、
南
野

議
員
を
議
長
に
選
び
ま
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
は
議
長
選
挙
と
同

様
に
、
重
村
法
弘
議
員
（
57
）
と

有
田
茂
議
員
（
70
）
の
２
人
か
ら

意
思
表
示
が
あ
り
、
本
会
議
で
は

そ
れ
ぞ
れ
登
壇
し
て
所
信
表
明
を

行
い
ま
し
た
。
投
票
の
結
果
、
有

田
議
員
に
９
票
、
重
村
議
員
は
８

票
と
な
り
、
有
田
議
員
を
副
議
長

に
選
び
ま
し
た
。

正
副
議
長
選
挙

第１回

臨時会

　

選
後
の
臨
時
会
に
お
い
て

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
大
変
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、

職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
運
営
に
お
い
て
も
っ
と

も
重
要
な
こ
と
は
市
民
の
皆
様
方
か

ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
の
構
築
に
努
め

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
議
員

の
姿
が
見
え
な
い
、
議
会
は
何
を
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声

を
よ
く
耳
に
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の

負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
市
民
の
皆

様
が
政
治
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
「
議
会
は
市
民
の
た
め
に

あ
る
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機
関

と
し
て
重
要
な
責
務
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
今
一
度
、
議
員
一
人
ひ
と

り
が
自
覚
し
、
市
民
の
皆
様
の
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
議
会
基
本
条
例
に

則
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
市
民
の
皆

様
へ
の
説
明
責
任
は
も
と
よ
り
、
ご

意
見
や
ご
要
望
を
伺
う
議
会
報
告

会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
し
っ

か
り
と
講
じ
た
上
で
積
極
的
に
開
催

し
、
不
偏
不
党
・
公
正
中
立
な
立

場
を
常
に
堅
持
し
た
議
会
運
営
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
は
議
事
機
関
で
あ
り
、
執
行

機
関
と
は
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
ま

す
。
是
々
非
々
で
議
論
を
交
わ
し

常
に
緊
張
感
を
持
ち
両
輪
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
回
転
す
る
こ
と
が
さ
ら
な
る

長
門
市
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
す
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
長
門
市
議
会
に
対
し
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

改

信頼される議会
の構築へ

議長  南野 信郎

正
副
議
長
の
役
割
と
は

　新しい議会構成を決める改選後の第１回臨時会を５月 13 日に開

き、正副議長選挙や各委員の選任、萩・長門清掃一部事務組合議

会議員などの選挙を行いました。また、執行部提出の議案７件を

可決・承認・同意しました。

　

議
長
は
、
市
議
会
を
代
表
し
、

議
場
の
秩
序
保
持
、
議
事
の
整
理
、

市
議
会
の
事
務
の
処
理
な
ど
を
行

い
ま
す
。
副
議
長
は
、
議
長
が
出

張
や
病
気
、
そ
の
他
の
理
由
で
不

在
の
場
合
に
議
長
の
代
わ
り
を
務

め
ま
す
。



 

　

改
選
後

の
４
月
28

日
、

議

員

全
員
協
議

会
を
開
き
、

議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
岩
藤
睦
子
議
員

（
３
期
目
）
を
内
定
し
、
臨
時
会

で
は
、
執
行
部
か
ら
議
会
推
薦
の

岩
藤
議
員
を
監
査
委
員
と
し
て
選

任
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
議
会

の
同
意
を
得
て
正
式
決
定
と
な
り

ま
し
た
。
監
査
委
員
は
、
正
副
議

長
と
と
も
に
「
議
会
の
三
役
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

執
行
部
提
出
議
案
は
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
は
じ
め
、

長
門
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
な
ど
専
決
処
分
の
承
認

４
件
、
人
事
案
件
（
監
査
委
員
の

選
任
、
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

同
意
）
２
件
で
す
。
一
般
会
計
補

正
予
算
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事

業
」
の
ほ
か
、
未
だ
収
束
が
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
可
決

に
お
け
る
女
性
ラ
グ
ビ
ー
ブ
ラ

ジ
ル
代
表
チ
ー
ム
の
本
市
で
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
開
始
（
７
月
11
～

24
日
）
に
向
け
て
、
安
全
安
心
な

施
設
を
提
供
で
き
る
よ
う
受
入

体
制
を
緊
急
に
整
備
す
る
た
め

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
受
入
体
制
緊
急
整
備

事
業
」
の
２
事
業
に
つ
い
て
予
算

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

委 員 長　林    哲也

副委員長　重村 法弘

吉津 弘之

中平 裕二

早川 文乃

綾城 美佳

委 員 長　綾城 美佳

副委員長　ひさなが信也

林　 哲也

早川 文乃

田村 大治郎

松岡 秀樹

米弥 又由

田中 千秋

萩・長門清掃一部事務組合
議会議員 
 
南野 信郎　吉津 弘之

中平 裕二　早川 文乃

委 員 長　中平 裕二

副委員長　上田 啓二

南野 信郎

林 　哲也

吉津 弘之

綾城 美佳

江原 健二

田中 千秋

ひさなが信也

南野議長は議事の公平性の

観点から６/1 委員を辞任

総務民生常任委員会 予算決算常任委員会

委 員 長　早川 文乃

副委員長　米弥 又由

重廣 正美

重村 法弘

岩藤 睦子

有田 　茂

田村 大治郎

西村 良一

松岡 秀樹

委 員 長　吉津 弘之

副委員長　田村 大治郎

委員は議長を除く

議員全員

■第1回臨時会議決結果

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和 3 年度長門市一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決

2 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） 承認

3 専決処分の承認について（長門市税条例等の一部を改正する条例） 承認

4 専決処分の承認について（長門市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

5 専決処分の承認について（令和 3 年度長門市一般会計補正予算（専決第 1 号）） 承認

6 長門市監査委員の選任について 同意

7 長門市固定資産評価員の選任について 同意

議
選
の
監
査
委
員
に
岩
藤
議
員

文教産業常任委員会

議会運営委員会

広報広聴特別委員会

　
長
門
市
議
会
に
は
議
会
の
下
審

査
機
関
と
し
て
各
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
複
雑
多
様
化
し

た
行
政
事
務
に
対
応
す
べ
く
、
議

案
の
審
査
及
び
調
査
に
お
い
て
も

万
全
を
期
す
た
め
、
慎
重
な
審
議

と
専
門
化
を
図
る
も
の
で
す
。
各

委
員
会
の
定
数
と
所
管
は
次
の
と

お
り
で
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会
（
９
人
）

企
画
総
務
部
、
市
民
生
活
部
、
健

康
福
祉
部
、
会
計
課
、
消
防
本
部
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
の

所
管
に
属
す
る
事
項
。
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

文
教
産
業
常
任
委
員
会
（
９
人
）

教
育
委
員
会
、
経
済
観
光
部
、
建

設
部
、
上
下
水
道
局
、
農
業
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
17
人
）

（
委
員
は
議
長
を
除
く
議
員
全
員
）

一
般
会
計
の
予
算
決
算
に
関
す
る

事
項

議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議

会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
等

に
関
す
る
事
項

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
（
８
人
）

市
議
会
だ
よ
り
作
成
、
議
会
報
告

会
の
実
施
等
に
関
す
る
事
項

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
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▼ 改選後、４人の新人議員を含

めた新たなメンバーで、議会だ

よりの編集がスタートしました。

▼ 編集会議では、市民の皆さん

が手に取って読みたくなるよう

な紙面になるよう、表紙一つか

らアイデアを出し合い、「まず

は議会だよりを発行しよう！！」

という目標に向かって、各担当

委 員 長　　綾 城 美 佳

副委員長　　ひ さ な が 信 也

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 田 村 大 治 郎

　 　 　 　 松 岡 秀 樹

　 　 　 　 米 弥 又 由

　 　 　 　 田 中 千 秋

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会

長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれていますか。

Ａ 以前は興味がなく、たまに読んでいました。ですが

最近は議会や議員が何をしているのか知る機会があ

り、自分の考え方が変わり、今後はしっかりと関心

を持って読みたいと思っています。

Ｑ 議員定数や議員報酬についてはどう思いますか。

Ａ以前は批判的でしたが、今は違います。

Ｑ 議会、議員に望む事があれば教えて下さい。

Ａ 自分のように関心を持つ人を増やすために情報発信

の努力が必要だと思います。

Ｑ 市政に望む事はありますか。

Ａ 若い世代が帰りたくても働く場所や業種が限られて

いるので、新しい産業をしっかり作ってもらいたい。

福岡 晋太郎 さん（74 歳）

通在住

が編集作業を進めてきました。

▼ ページ数に限りがあるなかで

も、議会の様子をしっかり伝え

ていくことが「編集委員の腕の

見せ所」でもあります。これか

ら委員一同、創意工夫を重ねな

がら取り組んでまいります。ご

意見・ご要望がございましたら、

ぜひお聞かせください。（綾城）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/site/gikai/　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

まちの声

新議会始動表紙の説明

油谷後畑の「棚田の花

段」。広場の下の畑では

たくさんの種類のハー

ブを栽培していて、週

末はハンモックでジェ

ラートとソーダを味わ

いながら癒しの時間を

過ごせる人気スポット

になっています。


